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平成29年度 学力向上実践研究推進事業

○五條市教育委員会

・五條小学校 ・宇智小学校

・牧野小学校 ・五條中学校

○御所市教育委員会

・大正小学校 ・葛上中学校

○宇陀市教育委員会

・榛原小学校 ・菟田野中学校

奈良県教育委員会



平成29年度 学力向上実践研究推進事業

○重点課題

①確かな学力育成のための取組の定着

→教員の授業力の向上

②授業改善における研修体制の構築

→学校全体で行う研修体制の確立

③家庭や地域との連携を図る取組の充実

→家庭学習の推進

奈良県教育委員会



〈学校全体で行う研修体制の確立〉

○全国及び奈良県学力・学習状況調査の調査問題、

調査結果を踏まえた研修

①児童生徒の現状の分析と全教員での情報共有

②分析結果を授業でどのように生かすのか

→調査問題について分析する

（出題の趣旨、学習指導要領の領域・内容との関連）

奈良県教育委員会



奈良県教育委員会

１ 国語Ａの正答率が８割以上の児童生徒の割合
２ 算数・数学Ａの正答率が８割以上の児童生徒の割合
３ 国語Ｂの正答率が３割以下の児童生徒の割合
４ 算数・数学Ｂの正答率が３割以下の児童生徒の割合
５ 書くこと、読むことに関する設問の正答率

小学校 中学校
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※ ３、４について、グラフでは正答率が３割以上の生徒の割合を示しています。

平成29年度 全国学力・学習状況調査の結果から

〈学校全体で行う研修体制の確立〉

児童生徒の現状の分析と全教員での情報共有



〈学校全体で行う研修体制の確立〉

校内研修の様子

各部会での分析・考察

全体会での発表

全教員での研究協議

奈良県教育委員会



奈良県教育委員会

Ｐ

Ｄ

Ｃ

Ａ

各学校におけるＰＤＣＡサイクルの短期間の実施

（計画）

（実行）

（検証）

（改善）

例えば、２学期の最後にアンケート調査を実施して効果を検証するなど、
なるべく短期間にＰＤＣＡサイクルを回して次のサイクルにつなげる。

ＰＤＣＡサイクルの例

・調査問題の趣旨を確認する

・調査結果を全教員で共有する
・児童生徒の特徴を把握する
（正答率分布、児童生徒の弱点等）

・授業改善を図る
（授業で活用できる場面を探す等）
・改善の上、再び取組を行う

分析結果を授業でどのように生かすのか



奈良県教育委員会

分析結果を授業でどのように生かすのか

報告書の活用 出題の趣旨

領域・内容 言語活動との関連

（平成29年度全国学力・学習状況調査 報告書 小学校国語）

研修の機会等に、各学校に送付さ
れている報告書を活用し、先生方
の共通理解と改善への方策に生か
してほしい。



奈良県教育委員会
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奈良県教育委員会

〈授業で目標（めあて・ねらい）が示されていたか〉

〈授業で振り返る活動をよく行っていたか〉
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84.5％

奈良県
68.8％

児童
質問紙
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質問紙
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質問紙
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95.4％

◯授業で目標が示されていたか、振り返る活動を行っていたか（小学校）

分析結果を授業でどのように生かすのか



奈良県教育委員会

〈授業で目標（めあて・ねらい）が示されていたか〉

〈授業で振り返る活動をよく行っていたか〉

奈良県
74.2％

奈良県
48.9％

◯授業で目標が示されていたか、振り返る活動を行っていたか（中学校）
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質問紙
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質問紙
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質問紙
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質問紙

奈良県
90.5％

分析結果を授業でどのように生かすのか



奈良県教育委員会

◯授業で目標が示されていたか、振り返る活動を行っていたか

① 奈良県の児童生徒の回答について、全国平均と
比べて、奈良県の結果が非常に低い。
→授業改善の一つとして、毎日の授業において目標
の確認と振り返りを確実に行うことが重要。

② 特に振り返る活動において、教員の意識と児童
生徒の意識に大きなずれがある。
→教員が行う振り返りが、児童生徒に授業の振り返
りとして伝わっていない状況がある。授業の目標
に照らして、その授業でどこまで目標を達成でき
たかを具体的に振り返らせるなど、工夫が必要。

上記を踏まえた授業づくりが、全校体制で組織的・計画的に
実施できるよう研修することが大切。

分析結果を授業でどのように生かすのか
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奈良県教育委員会

３．全教員で行う研修の体制づくりについて

Ｂ１ 文学的な文章を読む（「スコーレＮｏ．４」）

中学校での｢調査問題を活用した研修｣



奈良県教育委員会

３．全教員で行う研修の体制づくりについて

〈調査で実施されていない教科において〉

（平成29年度奈良県公立高等学校入学者一般選抜学力検査問題 社会）

「地域の交通網」

「求められている力」
＝ 社会科における知識 ＋ 自分の考えを根拠を明確にして書く力

中学校での｢調査問題を活用した研修｣



奈良県教育委員会

３．全教員で行う研修の体制づくりについて

中学校での｢調査問題を活用した研修｣

〈調査で実施されていない教科において〉

「求められている力」
＝ 理科における知識 ＋ 自分の考えを根拠を明確にして書く力

（平成29年度奈良県公立高等学校入学者一般選抜学力検査問題 理科）
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〈学校全体で行う研修体制の確立のために〉

奈良県教育委員会

①児童生徒の現状の分析と全教員での情報共有

②分析結果を授業でどのように生かすのか

研修の内容

自校で行っている研修

研修の回数
研修のもち方


